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令和６年度　 決算報告

　　一般会計の歳入総額は、８１億９，０４４万円。
　前年度と比較すると８，３５８万円の増額で、率にし
て１．０ポイントの増となりました。町税は、前年比３．
６ポイントの減少となりました。収納率は、９８．３％
であり、昨年から０．２％の減となりました。歳入の４５．
２％を占める地方交付税は、普通交付税が前年比０．２
ポイント減少の３０億１，９１７万円、特別交付税が前
年比２３．８ポイント増加の６億８，５１９万円となり、
全体で前年比３．５ポイントの増加となりました。定額
減税により減収となった町民税分を定額減税減収補填特
例交付金で補填されたことにより「地方譲与税ほか」が
増額となっており、「使用料及び手数料」については赤倉
温泉スキー場の来客が増えたことによりリフト使用料が
増加しております。
　ふるさと納税について、前年差１億４，６０７万円増
額の３億９，２１９万円となりました。また、繰入金に
ついて、前年比４．５ポイント減の９億６３１万円を基
金から取り崩しております。歳入に占める自主財源は３
３．９％であり、国の地方財政対策や県の事業推進に大
きく左右される状況に変わりありません。

　歳出の総額は、７７億９，６９８万円。前年度と比較すると１，
５２０万円の増額、率にして０．２ポイントの増となりました。
　特徴的事業については、７月の豪雨災害の影響により災害復旧
事業費が２億８，４８４万円となりました。それに加え豪雪も重
なり、除雪対策費は２億５，８４８万円となりました。
　歳入との差し引きでは、３億９，３４６万円の黒字となったも
のの、貯金である基金残高は前年差４，２６４万円の減となりま
した。町は今後も、大切な財源をもとに住民サービスの向上に努
め、自立した規律ある財政運営を行なっていきます。

歳入の総括 歳出の総括

７７億 9,698万円

８１億 9,044万円

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費
商工費

土木費
消防費

教育費
災害復旧費

公債費
諸支出金

7,551 万円

3億 7,166 万円

801 万円

9億 8,218 万円

11億 9,479 万円

21億 3,407 万円

2億 5,502 万円

8億 3,867 万円

2億 4,692 万円

2億 8,484 万円

461 万円

7億 2,852 万円

6億 7,218 万円

（前年比）7 億 7,391 万円

6億 8,140 万円

1億 1,747 万円
8,669 万円

37億 436 万円

3億 2,778 万円

2億 9,070 万円

8億 8,836 万円

4億 1,346 万円

9億 631 万円

町税

地方譲与税ほか

地方交付税

分担金及び負担金
使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入ほか

町債

繰入金

（前年比）

▲2.3％

10.2％

4.8％

▲11.4％

1.6％

▲9.5％
▲63.7％

67.3％

22.8％
▲29.3％

8834.8％
▲3.5％

20.6％

15.3％

3.5％

▲6.2％

3.3％

6.0％

22.9％

▲24.9％

▲4.5％

一般会計財源内訳歳入

一般会計 歳出

歳出の合計は前年度と比べて

１，５２０万円の増額

歳出の主な増減要因について

○総務費　　　　　１億９，８１４万円の増

　ふるさと納税に関する経費、衆議院議員選挙、
　県知事選挙経費による増

○民生費　　　　　　　５，４２４万円の増

　児童手当拡充、物価高騰対策支援給付金給付
　事業等による増

○衛生費　　　　　１億２，６２２万円の減

　病院事業特別会計繰出金の減少、新型コロナ
　ワクチン接種事業等の減

○農林水産業費　　　　３，９０９万円の減

　ほ場整備調査業務、農業集落排水事業特別会
　計繰出金等の減

○商工費　　　　　４億３，２８４万円の減

　道の駅整備事業、赤倉温泉スキー場整備事業
　等の減

○土木費　　　　　３億３，７４１万円の増

　豪雪に伴う除雪対策費、町営住宅修繕工事等
　の増

○消防費　　　　　　　４，７３７万円の増

　小型ポンプ付積載車購入、最上広域消防分担
　金の増

○教育費　　　　　２億７，８１１万円の減

　国民スポーツ大会町実行委員会補助金、町民
　体育館解体、温水プールろ過装置交換等の減

○その他（災害復旧事業費等）

　　　　　　　　　２億８，２５６万円の増

　災害復旧事業による増

一般会計 歳入

歳入の合計は前年度と比べて

８，３５８万円の増額

議会費・・・議員の報酬などの経費

総務費・・・行政全般の運営管理などの事務経費

民生費・・・障がい者や高齢者、子育て等福祉に係る経費

衛生費・・・保健や環境・衛生の向上にかかる経費

労働費・・・雇用対策や人材育成、勤労者支援等の経費

農林水産業費・・・農林水産業の振興・管理や整備等の経費

商工費・・・工業や商業、観光の振興にかかる経費

土木費・・・道路や橋、町営住宅などの設備にかかる経費

消防費・・・消防や防災にかかる経費

教育費・・・小中学校や生涯学習、体育活動などの経費

用語の解説

歳入の主な増減項目について

○町税　　　　　　　　　２，９２３万円の減

　定額減税による町民税（個人町民税）の減額

○地方譲与税ほか　　　　４，３０２万円の増

　定額減税による減収補填特例交付金の増額

○地方交付税　　　　１億２，６３６万円の増

　　豪雨災害、豪雪による特別交付税の増額

○使用料及び手数料　　　２，１８７万円の増

　赤倉温泉スキー場リフト使用料の増額

○国庫支出金　　　　　　２，１６０万円の増

　災害復旧に係る災害復旧事業費支出金と豪雪に
　伴う、臨時道路除雪事業費補助金の増額

○町債　　　　　　　　　９，６４０万円の減

　道路整備事業債から災害復旧へ切替による減額
　臨時財政対策債の減額

○繰入金　　　　　　　　４，２７４万円の減

　貯金（減債基金、公共施設等適正管理基金等）
　の取り崩しの減

一般会計財源内訳歳出

▲3.6％

▲1.3％
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比
率
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運
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３
５
０
％
を
超
え
る

と
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財
政
の

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
政
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整
基
金

　
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
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整

す
る
た
め
の
基
金
。
財
源
に
余
裕
が

あ
る
年
度
に
積
み
立
て
、
災
害
の
発

生
等
に
活
用
し
て
い
る
。

減
債
基
金

　
将
来
に
わ
た
る
町
財
政
の
健
全
な

運
営
を
行
う
た
め
、
町
債
の
償
還
に

必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
目
的
の
基

金
。

健全化判断比率
特別会計名 歳出前年比歳出歳入

実質赤字比率、連結実質赤字比率
　実質赤字額がないため（黒字）「―」で表示。

実質公債費比率、将来負担比率

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

指　　標 比較増減R６年度

▲4.9％

0.5％

▲1.8％

96.5％

連結実質赤字比率

R５年度

――

――

経常収支比率

実質赤字比率

91.6％

―

―

11.2％10.7％

25.0％26.8％

　ふるさと納税の増によるものと、繰出金と、
令和５年度にピークを迎えた公債費の減によ
り、令和５年度と比較し４．９ポイントの改善
が図られました。

　実質公債費比率は３ヵ年の平均で算出するため、令和５年度に公債費のピークを迎えていたこともあり、０．５ポ
イント増加しました。将来負担比率については、基金は減少したものの、地方債残高も減少していることから、将来
負担比率は１．８ポイント減少しました。

特別会計決算

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介護保険事業

最上病院事業

介護老人保健施設事業

水道事業

瀬見温泉管理事業

下水道事業

合　計

10億 2,405 万円

1億 3,480 万円

12億 4,979 万円

12億 4,037 万円

3億 6,043 万円

3億 4,744 万円

1,733 万円

4億 6,710 万円

48億 4,131 万円

10億 1,289 万円

1億 3,301 万円

11億 4,584 万円

12億 3,250 万円

3億 6,815 万円

4億 5,836 万円

1,639 万円

5億 1,682 万円

48億 8,396 万円

▲４．７％

１８．４％

▲３．１％

▲７．３％

５．０％

▲１３．６％

　２７．８％

１０６．７％

▲１．０％

0

5億

10億

15億

20億
目的基金減債基金財政調整基金

R04R03R02R01H30H29H28H27 R05

町の基金の推移
（単位：億円）

町債残高の推移

　国民健康保険事業特別会計は団塊の世代の後期高齢者医療保険移行と町内企業において従業員の社会保険加入が

進み、被保険者数が例年より多く減少したことが要因となり、減額となっております。それに伴い後期高齢者医療

事業特別会計は後期高齢者医療広域連合への負担金等が増額となっております。最上病院事業特別会計は施設建設

費の起債償還完了に伴い減額となっております。水道事業特別会計は配水管の布設替工事完了により去年と比較し

減額しております。下水道事業特別会計については農集排・下水道・浄化槽事業の統合による公営企業法適用より

大幅な増額となっております。

特別会計総括

0

50 億

75億

100 億

125 億 特別会計
一般会計

R04R03R02R01H30H29H28H27 R05

（単位：億円）

5658 61 62 63 65 66 64 60

29
52 49 46 43 40 36 35 32

88

110 110 108 106 105 102 99
92

※上部金額は合計

14.5
14.0

12.9
12.3

10.6
11.9

14.3

17.6

15.7

25 億

R06

52

27

79

R06

14.0



～まちづくりの歩みと今後～

「第５次最上町総合計画」　前期基本計画を総括します 

　令和７年度末をもって、第５次最上町総合計画の前期基

本計画（令和３年度～令和７年度）の計画期間が終了します。

町では、この５年間の取り組みを総括するとともに、令和

８年度からスタートする後期基本計画の策定に向けた準備

を進めています。本記事では、前期基本計画の成果や課題、

今後のまちづくりの方向性についてご紹介します。
総合計画とは？

　総合計画は、最上町が地域の発展や住みよい環境づくりを目指し、未来の町のあるべき姿を描き、その実現に向けた
行動を体系的に示した計画です。第５次総合計画では、「明日、今日よりもっと好きになれる最上町～笑顔が輝き住み続
けたくなるまちへ～」という将来像を掲げ、６つの基本目標を軸に事業を推進してきました。

基本目標 取り組み内容と成果 主な課題

 楽しいねと

言えるまち

（子育て・教育・文化）

〇児童生徒に 1 人 1 台の端末を配備し、
　授業の効率化を推進
〇こども家庭センター設置や医療費助
　成で子育て支援を充実化

●ＩＣＴ活用と授業設計改善が課題
●老朽化した学校施設の維持
●こども家庭センター機能の充実・強化

幸せだねと

言えるまち

（保健・福祉・医療）

 安心だねと

言えるまち

（建設・防災）

豊だねと

言えるまち

（産業・経済）

美しいねと

言えるまち

（環境・エネルギー）

住みやすいねと

言えるまち

（定住・協働）

◇５年間の主な成果と課題

〇在宅医療・介護の連携強化により地
　域包括ケアシステムを推進
〇認知症サポーター養成と「チームオ
　レンジ」の構築で支援体制を強化

〇地域防災計画や各種マニュアルを見
　直し、防災体制を強化
〇消流雪施設整備で除排雪の環境改善
〇交通安全啓発活動で２年間死亡事故
　ゼロを達成

〇認定農業者の育成・法人化への移行
　で農業基盤の強化
〇地元企業支援や地域商工業の雇用創　
　出、新商品開発を推進

〇ごみ減量化推進と資源回収システム
　強化
〇地球温暖化対策実行計画を見直し、
　省エネ・再エネ設備導入促進に向け
　た新たな支援を拡充

〇ＵＩＪターン促進や移住体験事業で
　関係人口増加
〇空き家バンク運営や所有者調査で空
　き家取引件数増加

●健診受診率向上のための周知方法の強化
●介護医療等人材不足への担い手育成・啓発
　が求められる

●消防団員減少に対応する組織づくりが必要
●除雪オペレーターの確保、人材育成と機械
　化が急務
●交通安全教育の普及や設備整備面での事故
　リスク軽減が必要

●農業担い手不足と販路拡大が重要課題
●ＩＣＴ活用によるネット販売や広域マーケ
　ティングの強化が必要

●リサイクルやごみ分別の徹底、町民・企業
　の自主的な取組みの促進
●再エネ導入に伴うコスト負担軽減策と普及
　啓発活動の強化

●移住イベント参加者の定住率向上のための
　事業効果検証が必要
●空き家相続問題と所有者対応への強化が必
　要

◇施策の成果指標・目標値の達成状況概要

　前期基本計画では、各施策の成果指標として 99 項目の目標値を設定しており、令和６年度末における実績では、
54 の項目で目標達成率 80％以上を記録しました。「安心だね（建設・防災）」「美しいね（環境・エネルギー）」の達
成率が高い一方で、「住みやすいね（定住・協働）」は達成率が低い結果となり、後期計画策定に向けて、特に評価の低かっ
た分野については、検証・原因分析を進めてまいります。

達成率の高い項目と課題の残る項目の例

防災無線アプリ
登録件数

一般廃棄物
排出量

項目 現状（令和２年度） 目標（令和７年度） 達成
状況（令和６年度） 達成率

２，１８１ｔ／年

１，１５０件

１，９７５ｔ／年

３，０００件

１，８９９ｔ／年

２，３００件

１３６．９４％

７６．０％

◇ 前期計画の総括を通じた今後の方向性

　第 5 次総合計画の前期基本計画では、教育・子育て、福祉・医療、産業・
観光、環境など、幅広い分野において一定の成果を収めることができまし
た。しかしその一方では、人口減少や少子高齢化、医療・福祉の持続性、
施設老朽化、さらにはデジタル化の遅れといった課題が、改めて浮き彫り
となりました。 
　こうした現実を踏まえ、以下の４項目を基本方針として、後期基本計画
の策定と実践に臨んでまいります。

◇前期基本計画の総括にご意見をお寄せください

　本紙では総括の概要のみをお伝えしておりますので、さらに詳しい情報
をご覧いただく際は公式ＨＰをご確認ください。また、後期計画の策定に
向けて、町民の皆様からのご意見をお待ちしております。ご意見をお寄せ
いただく際は、専用の申請フォームをご活用ください。

◇「まちづくり懇談会」の開催について

　前期基本計画の総括内容と後期計画の方向性を町民の皆様にお伝えする
とともに、皆様からのご質問やご意見をお聞きするため、「まちづくり懇
談会」を下記の予定で開催します。懇談会の開催前に、事前にご意見やご
質問を上記フォームより申請いただけますので、ご活用ください。

大堀地区公民館　１１月１７日（月）　午後６時 30 分から８時 00 分

中央公民館　　　１１月１８日（火）　午後７時 00 分から８時 30 分

富沢地区公民館　１１月２１日（金）　午後６時 30 分から８時 00 分

〇お問合せ先　総務企画課まちづくり推進室　４３-２２６１

１．町民とともに歩む姿勢を大切にし、開かれた行政運営を目指します。

２．データと現場の実態を踏まえ、効果的な政策を実践します。

３．限られた資源を重要課題に重点投下するとともに、柔軟で迅速な対応を心がけます。

４．広域的連携や様々な団体との協働により政策を推進します。

専用申請フォーム

皆様からの忌憚な
きご意見お待ちし
ております！

目標達成率の
高い項目の例

達成率が低く課題
の残る項目の例

広報もがみ　令和７年１０月号　１０月２３日発行　№８９５　【６】【７】　広報もがみ　令和７年１０月号　１０月２３日発行　№８９５



　まちづくり出前講座・懇談会は、町民の皆さんと共にさらに魅力的なまちにするために、町政に対する理解を

深め合ったり、協働のまちづくりをどう進めていくのかを話し合う場です。これからの最上町について、一緒に

考え、知恵を出し合い共に作り上げていきましょう！

　１．のメニュー以外で、まちづくり等に関す

るテーマや地域の具体的な課題等についての意

見交換会をします。

　町政に関する情報提供、各分野の施策や町の

取り組みなどを学ぶ学習会で、メニューは左記

の中から選択できます。

まちづくり出前講座 まちづくり懇談会１ ２

申込対象者
　集落、 地区のコミュニティ組織、 各種団体やサークル、 サロン等、 ５名以上

の町民で組織されたグループならどなたでもお申し込みが可能です。

利用までの流れ

分　野

１

担当課講座名 （メニュー）

防災マップを使って風水害リスクを知り、避難への課題に気づき、
どのように行動するかいっしょに考えましょう。

防災最前線安全・安心 総務企画課２

３
食育の視点から、学校給食のあり方、食の安全安心確保の取り組み、
地産地消を取り入れたメニューなどについてお話します。

教育文化課食育と学校給食教育・生涯学習

生涯スポーツ
長く続けられるウォーキング
ランニング講座

体に負担の掛かりにくいウォーキング方法や、健康づくりで走る

ランニング方法を紹介します。
教育文化課

健康のはなし健康・福祉
メタボリックシンドローム対策や、生活習慣病予防、また、「第 3
次ウエルネスタウン最上 21 計画」と健康づくりのポイントをわか
りやすく説明します。

健康福祉課

健康・福祉 健康福祉課
国民健康保険又は後期高齢者医療保険の仕組みや、介護保険制度、
介護サービス、介護予防などについてわかりやすくお話します。

健康・福祉 健康福祉課
食事は、一生の間に 8 万 6 千回食べるものです。健康づくりの基
本となるものです。食育・生活習慣病予防・高齢者の食事などの
世代にあわせお話します。

医療保険、介護保険のはなし

心もからだも
元気になる食事のはなし

最上病院の現状や今後の役割などを説明します。 最上病院最上病院経営強化プラン健康・福祉

子育て 大人も楽しめる子どもの遊び こども支援課

子育て こども支援課子育て支援のはなし 町の子育て支援の取り組みについてお話します。

生活と暮らし 総務企画課デマンドバスを活用しよう デマンドバスの利用方法等についてお話します。

生活と暮らし 町民税務課
戸籍制度と住民票について解説し、｢届出の種類｣と「手続き方法」、

「住民基本台帳制度」などについてお話します。
よくわかる！
戸籍と住民票のはなし

生活と暮らし 町民税務課国民年金のしくみについて解説し、｢加入者の種類｣、｢保険料と免除
制度｣、｢受給のしくみ｣についてお話します。

国民年金のはなし

生活と暮らし 総務企画課誰でもわかる！スマホ講座 スマホの基本的な使い方をわかりやすくお話します。

番号

町政・まちづくり 総務企画課最上町の財政のはなし

生活と暮らし 町民税務課
マイナンバーカードの作り方から、便利な使い方までやさしく解
説します。希望があればその場でマイナンバーカードの申し込み
もできます。

マイナンバーカードの
作り方と便利な使い方

お孫さんと遊ぶ時などに使える絵本やわらべうた、昔遊びを紹介します。

予算（決算）、財政状況の概要と今後の見通しについてお話します。

生活と暮らし 町民税務課
ごみ排出量の現状と減量に向けての取組みや分別の方法について、
皆さんでいっしょに考え学びます。ごみの分別と減量化

知っておきたい税金の話生活と暮らし 町民税務課
「所得税の確定申告」、「町・県民税の申告」、「土地の評価」や「家
屋の増改築に伴う評価方法」と「固定資産税の算出方法」などに
ついてお話します。

産業・都市基盤 農林振興課農林業の振興 農林業に関する制度や補助事業等についてお話します。

産業・都市基盤 農林振興課有害鳥獣対策の現状 有害鳥獣の被害の現状や対策の取り組みについて説明します。

産業・都市基盤 建設水道課道路整備の現状 町道の現状について説明します。

産業・都市基盤 建設水道課
町が行っている住宅に関する各種補助金制度について、補助金の
額やお手続き等、くわしくお話します。住宅に関する各種補助金制度

その他 選挙管理委員会選挙のしくみ・模擬投票 選挙の仕組みを詳しくお話します。

その他 議会事務局議会の仕組み 議会の仕組みを詳しくお話します。

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

内　容

まちづくりを考える　　　　　講座のメニュー２３ まちづくり出前講座

　　　　　懇談会承ります！
以下のメニュー以外でも希望に応じて対応いたします

※土日については担当課と要相談。（ご希望に添えない場合もあります）

①相談　申込者様はご希望の講座又は懇談会の内容と開催希望日時をまちづくり推進室にご連絡ください。

②担当課を決定 申込者様のご希望いただいた講座内容により担当課を決定。

③日程調整 担当課と申込者様との間で日程調整を行う。

④申し込み 申込者様は、まちづくり推進室に「出前講座・懇談会利用申込書」を提出。

⑤通知書の送付 申込書受理後、開催日時と開催内容が記載された「利用通知書」送付。

⑥講座 ・懇談会開催　講座・懇談会が開催される。

⑦利用報告書を提出 開催後は「利用報告書」をまちづくり推進室に提出。その内容は役場で、今後の

　　　　　　　　　　　　　　出前講座・懇談会に活かしていきます。

皆さんのところに無料で出張いたします！

９月３０日までに４件のお申込みがあり、各集落にて開催させていただきました！

　「まちづくり出前講座」は、町民の皆様

が町政について理解を深め、地域課題の解

決や活性化に向けた意識共有の場として活

用いただけます。講座や懇談会を通じて

テーマに応じた学びや意見交換が可能で

す。利用料は無料、内容や日時は可能な範

囲で調整いたします。地域での活動や団体

学習など、お気軽にお申込みください。詳

細は総務企画課まちづくり推進室まで。

総務企画課まちづくり推進室　４３－２２６１

※令和7年度の 12月 28日～ 1月 4日までの期間は、役場が閉庁日のため開催の対象日から除外となりますのでご注意ください。

広報もがみ　令和７年１０月号　１０月２３日発行　№８９５　【８】【９】　広報もがみ　令和７年１０月号　１０月２３日発行　№８９５



まちトピ town topic

最上校生徒がサツマイモ収穫体験
総合的な探求の時間

　１０月２日、最上校の１年生１２名が６月に植えたサツマ
イモの収穫を行いました。快晴に恵まれたこの日、「あまはず
き」という品種のサツマイモを手作業で掘り出し、大小合わ
せて５００本、約２００キロを収穫しました。生徒たちは「あ
んなに小さかった苗が、こんなに大きく育つなんて！」と感
激しながら作業に取り組みました。収穫されたサツマイモは
赤倉ゆけむり館の直売所で販売されており、生徒たちは農産
物の生産から販売までの現場を学ぶ貴重な体験となりました。

企業版ふるさと納税で地域防災力を向上！町へブランケットを寄附

　町議会 9 月定例会において、教育委員再任の同意を受け
た明石二三江さん（前森二）に、町長より辞令が交付され
ました。任期は 10 月 1 日から 4 年間です。明石さんは平
成 25 年から教育委員を務めており、今回で 4 期目となり
ます。引き続き、町の教育振興にご尽力いただけることを
期待しています。

明石二三江さん（前森二）が

町教育委員に再任

　企業版ふるさと納税は地域振興を支援する重要な仕組みであり、
最上町の発展へ大きく寄与しています。このたび令和７年９月、ア
ドベンチャーホールディングス株式会社様より企業版ふるさと納税
を活用し、ブランケット９８０枚（１，８３０，０００円相当）の
ご寄附をいただきました。今回のご寄附は「地域防災力向上資機材
整備事業」に活用させていただきます。事業者様の温かいご支援に
深く感謝申し上げるとともに、最上町のさらなる発展に向け、より
一層取り組んでまいります。

最上町サッカー交流大会
兼第９回サンパウロ FC杯を開催

　９月２７日、２８日の２日間、西公園を会場に最上
UNITED.FC スポーツ少年団主催の「令和７年最上町サッカー
交流大会兼第９回サンパウロＦＣ杯」が開催されました。
　同大会は東日本大震災以降、被災地域とのスポーツ交流を
目的に始まり、今年で１２回目を迎えます。また、最上町と
交流があるサンパウロＦＣからトロフィーを寄贈いただいた
縁をきっかけに、サンパウロＦＣ杯も同時開催として９回目
となります。今年は山形、岩手、秋田、福島、宮城から１６チー
ム・約２５０名の選手が出場し熱戦が繰り広げられました。

池田敏美先生に捧ぐ、音と想いの集い
音楽家・池田敏美先生を偲ぶ集い＆追悼コンサート
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)

、
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
・
ア
ル
パ
奏
者
の
池
山
由
香
さ
ん(

東
京

都

)

、
共
に
寒
河
江
市
在
住
の
チ
ェ
ロ
の
鈴
木

信
哉
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の
鈴
木
布
美
子
さ
ん
、
同

じ
く
ピ
ア
ノ
の
畠
山
あ
か
り
さ
ん(

戸
沢
村)

、

指
揮
の
矢
部
暁
さ
ん

(

新
庄
市

)

、
そ
し
て
町

内
合
唱
グ
ル
ー
プ
・
最
上
町
コ
ー
ラ
ス
隊
『
絆
』

の
皆
さ
ん
が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
故
人
と
の
思
い
出
の
曲

を
は
じ
め
、
震
災
復
興
支
援
に
ち
な
ん
だ
「
音

の
風
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
楽
曲
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。
演
奏
者
そ
れ
ぞ
れ
の

感
情
の
こ
も
っ
た
演
奏
と
合
唱
が
響
き
渡
り
、

参
加
者
は
故
人
の
音
楽
へ
の
情
熱
や
地
域
へ
の

貢
献
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
別
展
示
会
も
開
催
、

会
場
は
満
席
に

　
さ
ら
に
、
同
会
場
内
で
は
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室
『
や
ま
ぼ
う
し
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
別

展
示
会
も
開
催
さ
れ
、
来
場
者
は
音
楽
と
と
も

に
、
手
作
り
の
美
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
と

展
示
会
の
双
方
が
、
会
場
の
熱
気
を
さ
ら
に
高

め
、
参
加
者
は
音
楽
と
文
化
を
同
時
に
体
感
で

き
る
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

温
か
な
音
色
と
想
い
が

未
来
へ
つ
な
が
る

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
故
・
池
田
敏
美
先
生

の
生
涯
と
功
績
を
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
温

か
く
振
り
返
る
か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
町
内
外
か
ら
多
く
の

方
々
が
集
ま
り
、
先
生
を
慕
う
声
と
笑
顔
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
故
人
と
深
い
ご
縁
の
あ

る
50
名
を
超
え
る
地
元
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

が
、
心
を
込
め
て
手
作
り
で
準
備
・
運
営
に
あ

た
り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
演
出
や
展
示
に
そ
の
思

い
が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
演
奏
の
た
び
に
会
場
の

隅
々
ま
で
音
色
が
響
き
渡
り
、
人
々
の
心
を
揺

さ
ぶ
り
ま
し
た
。
池
田
先
生
の
優
し
さ
や
情
熱
、

地
域
へ
の
深
い
愛
情
は
、
こ
の
日
を
通
し
て
改

め
て
多
く
の
方
々
の
胸
に
刻
ま
れ
、
涙
と
笑
顔

と
と
も
に
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　
池
田
先
生
の
残
し
た
音
楽
と
想
い
は
、
単
な

る
思
い
出
で
は
な
く
、
地
域
文
化
を
育
む
力
と

し
て
、
今
後
も
世
代
を
超
え
て
語
り
継
が
れ
、

絆
を
つ
む
ぐ
象
徴
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　池田敏美（いけだとしみ）。１９４４年生まれ。旭川市出身。武蔵野音楽大学器楽科および専攻科
卒業。１９６９年、オーケストラを目指した新星日本交響楽団の創立に参加。２００１年、オー
ケストラの合併により東京フィルハーモニー交響楽団団員となる。２００３年２月、フリーと
なり全国で生の音楽をじかに聴いていただく活動を続け、その数は１２００回以上に及んだ。
　約四半世紀にわたり最上町に居を構え、演奏活動を通じて地域音楽文化の振興に尽力された。
さらに２０１１年３月の東日本大震災発災直後より、音楽の力で被災者の心を癒やし、地域と
地域、人と人を結びつけることを願い、ご長男の故・池田弦氏と共に「音の風プロジェクト」
を立ち上げ、被災地支援コンサートの開催や仮設住宅・避難所への訪問演奏、子どもたちの交
流支援などを通じて、復興支援に力を注がれた。
　毎年、最上町内で「音の風コンサート」に出演する傍ら、企画運営面でも意欲的に取り組んでいただいた。
２０１５年、自身初のソロアルバム「音の風」を発表。２０２４年８月２３日逝去。享年８１歳。

い
出
が
紹
介
さ
れ
、
来
場
者
は
静
か
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
共
に
偲
ぶ
時
間
を
共
有
し
ま
し
た
。

ー
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
ー
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「最近のワクチン」

今回は「インフルエンザと帯状疱疹」の治療薬についてお伝えします。

最上病院薬剤師コラム

家
族
に
嬉
し
い
選
択
肢

子
供
に
適
し
た
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
と

そ
の
接
種
方
法
と
は
？

　
昨
年
、
子
供
を
主
な
対
象
と
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン
「
経
鼻
ワ
ク
チ
ン
」
が

登
場
し
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
注
射
で

は
な
く
、
鼻
に
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧
す
る
形
で

接
種
す
る
た
め
、
痛
み
を
伴
わ
ず
、
注
射
が

苦
手
な
子
供
で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
は
0.1
㎖
を
両
方
の
鼻
腔
に
使
用
し
、

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
口
で
あ
る
鼻
粘
膜
に
直
接

作
用
す
る
こ
と
で
、
高
い
感
染
予
防
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
13
歳
未
満

の
接
種
回
数
が
１
シ
ー
ズ
ン
に
２
回
必
要
で

し
た
が
、
経
鼻
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
で
済
む
た

め
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
に
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

３
年
４
月
時
点
で
米
国
（
２
０
０
３
年
承
認
）、

Ｅ
Ｕ（
２
０
１
２
年
承
認
）
を
含
む
36
の
国
と

地
域
で
承
認
・
使
用
さ
れ
て
お
り
、
豊
富
な

実
績
が
あ
る
た
め
安
心
で
す
。

　
新
し
い
選
択
肢
と
し
て
、
家
族
に
と
っ
て

注
目
さ
れ
る
内
容
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
経

鼻
ワ
ク
チ
ン
の
利
便
性
と
効
果
は
、
特
に
子

供
を
持
つ
家
庭
へ
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
従
来
の
注
射
ワ
ク
チ
ン
は
生
後
６
か
月
以

上
が
対
象
で
し
た
が
、
新
ワ
ク
チ
ン
は
効
果

の
低
下
や
副
反
応
の
懸
念
か
ら
対
象
者
が
２

歳
〜
19
歳
未
満
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
の

　
接
種
対
象
年
齢

●
ワ
ク
チ
ン
の
タ
イ
プ

　
従
来
の
ワ
ク
チ
ン
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で

し
た
が
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
は
生
ワ
ク
チ
ン

と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
妊
婦
や
免
疫
が

低
下
し
て
い
る
方
、
免
疫
抑
制
治
療
中
の
方

は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
よ
り
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
が
定

期
接
種
化
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
自
治
体
に
よ

る
費
用
助
成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
対
象
と

な
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
効
果
の
高
い
組
換
え
ワ

ク
チ
ン
（
不
活
化
）
と
生
ワ
ク
チ
ン
の
２
種

類
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
自
費
で
の
接

種
も
可
能
で
す
が
、
特
に
組
換
え
ワ
ク
チ
ン

は
１
回
あ
た
り
約
２
万
円
の
費
用
が
か
か
り
、

２
回
の
接
種
が
必
要
と
な
る
た
め
費
用
が
高

額
で
す
。
自
治
体
の
助
成
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
対
象
と
な
る
方
は
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
、
対
象
期
間
内
に
接

種
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
定
め
ら
れ
た

期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
自
治
体
に
よ
る
補

助
が
受
け
ら
れ
ず
、
自
費
で
の
接
種
の
み
が

選
択
肢
と
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
可
能
な
時

期
を
逃
さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
生
ワ
ク
チ
ン
：
病
原
体
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
や

細
菌
の
病
原
性
を
極
度
に
弱
め
た
も
の
（
弱
い
が

生
き
て
い
る
）。
体
内
で
増
殖
す
る
こ
と
が
あ
り
、

ま
れ
に
軽
い
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
自
然
感

染
に
近
い
形
で
免
疫
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

効
果
が
高
い
の
が
特
徴
。

※
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
：
病
原
体
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
を
不
活
化
（
殺
菌
）
し
た
も
の
（
死
ん
だ

病
原
体
の
一
部
）。
体
内
で
増
殖
し
な
い
た
め
、
安

全
性
が
高
い
。

医
師
と
相
談
し
て

最
適
な
予
防
方
法
を
選
ぼ
う

　
感
染
症
対
策
で
重
要
な
の
は
、
予
防
を
徹

底
す
る
こ
と
で
す
。
手
洗
い
や
消
毒
、
換
気

な
ど
を
無
理
の
な
い
範
囲
で
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
加
え
、
ワ
ク
チ
ン
の
利
用
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
医
薬
品
の
供
給
不
足
が

続
い
て
お
り
、
昨
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

流
行
期
に
も
そ
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
本
年
度
の
流
行
期
に

お
い
て
も
医
薬
品
供
給
に
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
感
染
症
の
発
症
や
重
症
化
を

予
防
す
る
た
め
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
早
め
の
接
種
を
積
極
的
に
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
予
防
対

策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
医
療
資
源
が
限

ら
れ
る
状
況
下
で
各
人
が
で
き
る
範
囲
の
対

応
を
行
う
こ
と
が
、
感
染
症
の
拡
大
を
防
ぎ
、

健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
感
染
症
予
防
と
重
症
化
リ
ス

ク
軽
減
の
重
要
な
手
段
で
す
。
新
た
な
経
鼻

ワ
ク
チ
ン
や
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
導
入
に

よ
り
、
痛
み
軽
減
や
接
種
負
担
の
軽
減
な
ど

選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
供
給
不
足
の

懸
念
も
あ
る
た
め
、
対
象
者
は
早
め
の
接
種

を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
で
は
基
本
的
な
予
防
策

を
継
続
し
つ
つ
、
医
師
と
相
談
し
最
適
な
方

法
を
選
び
、
健
康
維
持
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ

た
予
防
方
法
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
喘
息
が
あ
る
場
合

　
喘
息
の
あ
る
方
は
重
症
度
に
よ
っ
て
従
来

の
注
射
ワ
ク
チ
ン
が
推
奨
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
予
診
票
に
基
づ
き
医
師
が
接
種
可

能
か
判
断
し
ま
す
の
で
、
気
に
な
る
方
は
医

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
助
成
に
つ
い
て

　
今
年
か
ら
該
当
者
に
は
従
来
通
り
一
部
助

成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
費
用
は
注

射
ワ
ク
チ
ン
と
比
べ
て
高
め
に
な
り
ま
す
。

帯
状
疱
疹
の
痛
み
と
合
併
症
予
防
へ

自
治
体
助
成
制
度
を
フ
ル
活
用

　
ま
た
、
こ
の
助
成
制
度
は
帯
状
疱
疹
が
Ｂ

類
疾
病
（
※
）
に
該
当
す
る
た
め
、
助
成
条

件
が
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
住
ん

で
い
る
地
域
ご
と
に
対
象
者
の
年
齢
や
費
用

助
成
の
詳
細
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
条
件
に
つ
い
て
は

必
ず
お
住
ま
い
の
自
治
体
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
帯
状
疱
疹
は
予
防
が
重
要
な
疾
病
で
あ
り
、

特
に
50
歳
以
上
の
方
や
免
疫
が
低
下
し
て
い

る
方
は
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
助
成

が
適
用
さ
れ
る
間
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
こ
と
で
、
帯
状
疱
疹
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
と
と
も
に
、
発
症
時
の
強
い
痛
み
や
合
併

症
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
助
成
制

度
を
十
分
に
活
用
し
、
帯
状
疱
疹
に
対
す
る

備
え
を
整
え
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

帯状疱疹に罹患した際の症状。こうした症状を
ワクチン接種で予防していくことが必要。

ー
ー
ー
　
薬
剤
師
コ
ラ
ム
　
終
　
ー
ー
ー

（
最
上
病
院
　
薬
剤
師
　
結
城
智
博
）

経鼻インフルエンザ予防接種のフルミスト点鼻薬

本年は１０月初旬より全国の医療機関で接種が可能となった。

従来のインフルの予防接種では２回の摂取が必要とさ

れていたが、点鼻薬は１３歳未満は１回で高い効果を

発揮する。また、接種中の痛みが全くないことが利点。

※B類疾病は予防接種法で定める疾病分類で、個人予防として定期的に予防接種を行う必要がある感染症と定義している。主にインフルエン

ザなどがそれに該当する。一方でA類疾病は麻疹・ポリオや、肺炎球菌、水痘、日本脳炎などの感染の蔓延の恐れや発症後重篤化するような

疾病が対象となり、社会防衛として定期的に予防接種を行う必要がある感染症が該当する。



最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７） Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.１０６

同時接種が可能です。

医療機関にご相談ください。

最上中学校で応急手当講習会を開催

　令和７年９月１０日（水）最上中学校体育館で、中学校の生徒１７８名を対象に『応急手当講習会』が開催されました。
この講習会は、最上地域保健医療対策協議会の救急の日事業の一環として最上広域消防本部の協力のもと実施されました。
　はじめに、最上消防本部消防長の奥山敏明氏から生徒に一日消防署長と一日救急隊長の委嘱状が交付され、続いて３班
に分かれて心肺蘇生法と AED（自動体外式除細動器）の使用方法など体験を交えながら救急時の応急手当講習が行われま
した。
　受講した生徒からは「心臓マッサージはこんなに強く押さないとダメだということが分かった」、「AED がどこにある
のか知らないといけないと思った」、「今日学んだことを活かして有事の際でも誰かの命を救える立派な人になりたい」な
ど頼もしい言葉と感想が聞かれ、講習会の目的である「いのちの教育の意識向上」が図られた貴重な１日となりました。

もっと元気になる講座スペシャル　～ 糖尿病性腎症重症化予防事業～

　令和５年度の最上町の国民健康保険加入者のうち、糖尿病の割合は１８．１７ %で、県内ワースト２位となっ
ています（県平均１４．８４%） 。昨年は 、個別相談会参加者の生活習慣が改善され、血糖値の改善にも繋がっ
ています 。今年は 、永井先生をお迎えし、下記内容についてご講演いただきます。皆様、奮ってご参加ください。

〇お問い合わせ先  健康づくり推進室（内線６０６）

山形県後期高齢者医療広域連合からのお知らせ

　広域連合では、後期高齢者医療制度の健全な運営を図るために、１年に 1 回「医療費のお知らせ」を
発行し、被保険者のみなさまに、治療等にかかった医療費について確認いただいております。
　今回は、令和６年１１月から令和７年１０月診療分までを発行いたします。このお知らせは確定申告(医
療費控除 ) をされる際に使用できますが、医療機関の請求遅れといった理由で記載されていない分や令和
７年１１月と１２月診療分につきましては、別途「医療費控除の明細書」への記入が必要となります。
そのため、医療機関から受け取った領収書は、捨てずに保管されますようお願いいたします。

①対象者　山形県後期高齢者医療制度の被保険者

②発行時期　令和８年１月下旬

③記載内容　令和６年１１月から令和７年１０月診療分までの医療機関の名称・医療費の総額など

④注意点　確定申告 ( 医療費控除 ) の詳細につきましては、広域連合では回答できませんので、

　お住いの地域を管轄する税務署または市町村の税務担当部署にお問い合わせください。

〇お問い合わせ先　山形県後期高齢者医療広域連合　事業課給付係　☎０２３７-８４-７１００

　　　　　　　　　最上町健康福祉課　医療介護保険室（内線６０９）

高齢者インフルエンザ・新型コロナウイルス感染症予防接種について

昨年度と同様に、予診票等は医療機関に設置しておりますので、接種を希望する方は

医療機関を受診ください。

【対象者】　　最上町に住所を有する①②に該当する方

　①６５歳以上の方
　②６０～６５歳未満の身体障害者 1 級に準ずる方

※②該当の方は、医療機関を受診する際に身体障害者手帳を必ずご持参ください。

【接種期間】　令和７年１０月１日（水）～令和８年１月３１日（土）

【助成額】

　　  ・高齢者インフルエンザ　　　：　接種 1 回に限り１,８００円助成

　　 ・新型コロナウイルス感染症　：　接種 1 回に限り７,８００円助成

　※生活保護の方は無料となります。健康福祉課へ事前に申請してください。

【自己負担額】

　■町内医療機関（最上病院・永井医院）

　　・高齢者インフルエンザ　　　：　１,８００円

　　・新型コロナウイルス感染症　：　８,７００円

　■町外医療機関
　　希望する医療機関へお問合せください。

令和７年１０月１日より、上記予防接種を開始しています。

〇開催日時　　令和７年１１月２５日（火）午後１時３０分～２時３０分

〇場　　所　　最上町健康センター　視聴覚室

〇内　　容　　講演「健康で長生きするために糖尿病や腎臓病と上手くつきあう」

〇講　　師　　医療法人永井医院　院長　永井俊一　氏

〇申込期日　　令和７年１１月２０日（木）まで

最上地域在宅医療・介護連携拠点事業　最上地域住民向け公開講座の開催

　テーマ『在宅療養チームで支える在宅看取り』

〇開催日時　　令和７年１２月３日（水）午後６時～８時

〇場　　所　　最上町健康センター（オンライン視聴）または、

　　　　　　　最上広域交流センターゆめりあ２Ｆ「アベージュ」

〇対象の方　　最上地域にお住まいの方　※参加費無料

○内　　容　　①講演「自分らしく生きる～在宅看取りの現状より～」

　　　　　　　　講師　土田医院　院長　土田秀也　氏

　　　　　　　②事例発表（薬剤師・訪問看護師・ケアマネジャー）

○申込期日　　令和７年１１月２１日（金）まで

〇申込先　　　最上町地域包括支援センター（内線６０２）

〇お問い合わせ先  健康づくり推進室（内線６０６）

【１５】　広報もがみ　令和７年１０月号　１０月２３日発行　№８９５ 広報もがみ　令和７年１０月号　１０月２３日発行　№８９５　【１４】
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地域おこし協力隊を卒業します！
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施 設 名

対象児童年齢

あたごこども園

（☎43-2346）

大堀保育所
（☎44-2804）

０歳児～
（満８か月から受入可能） １歳児～

〇お問い合わせ先　こども支援課　43-2247

令和８年度　保育所等入所児募集

〇申請期間　　　令和７年１０月２７日（月）～１１月２５日（火）
〇対象　　　　　・令和８年４月１日時点で最上町に住所を有する方
　　　　　　　　・未満児は、保護者が就労等により家庭で保育ができないと認められる方
〇書類の配布先　最上町教育委員会　こども支援課、各幼児施設
　　　　　　　　※申請書類は、上記配布先の他に１０月２７日から町公式ホームページでも閲覧と
　　　　　　　　　ダウンロードが可能になります。
　　　　　　　　（町公式 HP：https://town.mogami.lg.jp）
〇書類の提出先　最上町教育委員会 こども支援課　（電話０２３３-４３-２２４７）
　　　　　　　　　※郵送での申請は受け付けておりません。
〇募集施設

　令和８年度、新たに保育所等に入所を希望する方は、申請が必要です。現在、幼児施設（あたごこども園・
大堀保育所）に入所している方は、継続利用になるため申請は不要ですが、転園を希望する方は申請が
必要です。必ず入所案内をご確認のうえ、申請してください。ご不明な点があれば、こども支援課まで
お問い合わせください。

『令和７年分』社会保険料 (国民年金保険料 )控除証明書』を送付します

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。( その年の 1
月 1 日から 12 月 31 日までに納付した保険料が対象です。)
　社会保険料控除の適用を受けるためには、年末調整や確定申告の際に『社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証
明書』( 又は領収証書 ) を添付する必要があります。

◇◇◇下記のスケジュールで対象者宛てに送付します◇◇◇

令和７年 10 月中旬から下旬にかけて順次令和７年 1 月 1 日から令和７年 9 月 30 日ま

での間に国民年金保険料を納付された方

令和７年 10 月 1 日から令和７年 12 月 31

日までの間に国民年金保険料を納付された方

（①の対象者は除きます )

令和７年 10 月下旬から 11 月上旬にかけて順次

令和８年 1 月下旬

令和８年 2 月上旬

送付時期送付方法

電子送付

電子送付

郵送

郵送

①

②

対象者

※『社会保険料 ( 国民年金保険料 ) 控除証明書』は e-Tax で利用できる電子版の送付も行っています。
　郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告を行えます。

〇お問合せ　　　日本年機構HP(https://www.nenkin.go.jp/) 又は年金加入者ダイヤル

　　　　　　　　(ナビダイヤル )0570-0５-１１６５、050から始まる電話の場合、03-6７００-１１６５

〇受付時間　　　・月～金曜日　午前8時 30分～午後7時　・第2土曜日　午前9時 30分～午後4時

　　　　　　　　※土日、祝日 (第 2土曜日を除く )、12月 29日～1月 3日は利用できません。

※令和８年 4 月 1 日現在の年齢です。
※0 歳児については、育児休業等の取得により利用可能時期が異なります。4 ～ 5 月に利用可能月齢に達しない、　
　または、育児休業が終わらない未満児の場合は、入所希望月の約２カ月前からの受付となります。
　詳細は、こども支援課にお問い合わせください。

※令和８年 4 月 1 日現在の年齢です。
※0 歳児については、育児休業等の取得により利用可能時期が異なります。4 ～ 5 月に利用可能月齢に達しない、　
　または、育児休業が終わらない未満児の場合は、入所希望月の約２カ月前からの受付となります。
　詳細は、こども支援課にお問い合わせください。

白川端集落の山車 大堀集落の山車

は
や
し



iPhone Android QR コード

アットインフォカナル（防災無線アプリ）を始めてみませんか？

　「アットインフォカナル」は、J アラート（全国瞬時警報システム）や町が出す避難情報を、お手持

ちのスマートフォンなどで受け取れる防災無線アプリです。現在、町内で約２，２００端末が登録さ

れています。昨年、アプリの大型アップデートが実施され、以前より更に見やすくなっています。

　また、ホーム画面の「リンク集」より、町のホームページや全戸配布物のページ、ごみカレンダーのペー

ジにアクセスすることができ、非常に便利です。

　まだアプリを利用されていない方は、この機会に是非インストールしていただきご活用ください。

防災アプリ「アットインフォカナル」のインストールについて

スマホやタブレットでのアプリ
ダウンロードはこちらから↓

インストールの
手順はこちら↓

アプリを開いたら「リンク集」をタップ。

～国の交付金を活用し、家計にも地球にもやさしい暮らしへ～

　近年、エネルギー価格の高騰が家計を圧迫しています。こうした中、町では環境省の「地域脱炭素移行・再エネ
推進交付金」を活用し、再生可能エネルギーの導入を促進する大規模な事業をスタートします。この事業は、地球
環境を守るだけでなく、エネルギーを町内で創り出し、経済を循環させ、私たちの暮らしを豊かにすることを目指
すものです。ご家庭でも始められるお得な補助制度もご紹介します。

今年度から町ではこんな取り組みをはじめました！

総額４億５千万円！まちの暮らしと観光の地域連携型脱炭素ドミノ

計画期間 事業費ＣＯ２削減目標

令和７年度～令和１１年度

（５年間）

総額４億５千万円

（うち国から交付金２億円）

町全体で５，５４５トンの

ＣＯ２を削減を目指します！

本事業を町全体で取り組むことで、脱炭素社会の大きな未来につながると信じています！

わが家もお得にゼロカーボン！住宅に活用できる補助制度をご紹介

家庭のエネルギーを見直すチャンス！ 3 つの補助メニュー

太陽光発電設備 補助額例：5kW 設置の場合 600,000 円
1kW あたり 12 万円、最大 9kW 93 万円まで）ポイント：電気代を削減！災害時の非常用電源としても活用できます。

木質バイオマス燃焼機器（薪ストーブ等） 設置費 2/3 ＋ 5 万円（上限 70 万円）
ポイント：町の豊かな森林資源を活用。温もりのある暮らしを実現。

高効率空調機器（省エネエアコン等） 設置費用 1/2 （上限 15 万円）
ポイント：夏も冬も快適に。光熱費をグッと抑えます。

※注意：太陽光発電設備を設置済み、または同時に設置する方が対象です。

～国の交付金を活用し、家計にも地球にもやさしい暮らしへ～

未来へつなぐ、最上町のゼロカーボン計画、始動！

補助対象者

・町内にお住まいの方
・最上町への移住を予定している方

申請受付期間

　令和 7 年 7 月 22 日 ( 火 ) ～令和 8 年 2 月 27 日 ( 金 )　
　※先着順です。

事業完了期限

　令和 8 年 3 月 13 日 ( 金 ) までに
　設置完了・報告書提出が必要です。

申請方法・要綱などの詳細は
町 HP でご確認ください！

「最上町 太陽光 補助金」で検索

〇お問合せ先　最上町役場 商工観光課 エネルギー産業推進室　☎４３-２１１１（内線２１４）

公共施設の脱炭素化 町内店舗や工場の
脱炭素化

EV カーシェア 町民の住宅に
対する補助金

　本事業では、次の

４項目を重点的に展

開していきます！

詳細はHPへ

上記の住宅に活用できる補助制度の申請方法と問い合わせ先

〇お問合せ先　最上町役場 総務企画課まちづくり推進室　☎４３-２２６１（内線２６０）
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最上小国川流水型ダム　ダムサイト活用

　最上小国川ダム（平面図：黄塗）より１５０m下流側に「ダム建設に伴う空き地」（平面図：水色）

があり、空き地の利活用について検討しております。キャンプ場整備が第一候補となっており、運

営に携わる企業・団体を募集しております。

　また、敷地も広大であるため他の活用方法についても検討を行っており、町民の皆様より活用案

やご意見について併せて募集しますのでよろしくお願いいたします。

お問い合わせ：最上町建設水道課　０２３３－４３－２０１５（直通）

最上小国川流水型ダムサイト　平面図および写真

ダム建設に伴う

空き地

最上
小国川
ダム

冬季間の安全安心な道路のために

適切な樹木管理をお願いします

道路への倒木や枝に積もった雪の落雪により、交通事故などの大きな事故につながることもあります。

　適切な管理が行われなかったことにより事故が発生した場合は、樹木の所有者等が責任を問われることがあり、
場合によっては、賠償責任が発生します。
　所有する樹木が道路を覆ったり、道路に張り出したりすることがないように伐採や枝払い等をお願いいたします。

冬期間に入る前に、伐採など樹木の適切な管理を行っておきましょう！

お問い合わせ先　最上町建設水道課　０２３３－４３－２０１５（直通）

９月　最上町の人口　戸籍の窓口

全 人 口　　７，２０３人　（うち、外国人１２３人）
　　　男　　３，５２８人　（うち、外国人　１２人）
　　　女　　３，６７５人　（うち、外国人１１１人）

世帯総数　　２，７１７世帯

生まれた人　　　　　１人
亡くなった人　　　１６人
転入　　　　　　　　５人　（うち、外国人　１人）
転出　　　　　　　　９人　（うち、外国人　０人）
前月比　　　　　　１９人減

※令和７年９月３０日までの届出分まで

最上町産業振興センター公式 LINE
町内の事業主の皆さんに向け、国、県、町等の補助金やセミナーなど様々な情報をお届けしています！

空き地写真① 空き地写真②
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最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ i n f o rma t i o n

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみに広告を掲載してみませんか？
１２月号掲載をお考えの方は１１月２１日までご相談ください！ /
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８
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◇
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２
０
１
５

▼
関
係
団
体

◇
主
催
　
あ
ま
か

け
る
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
◇
後
援
　
最

上
町
、
最
上
町
教
育
委
員
会

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
ま
か
け
る
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

　
共
同
代
表
　
平
社
　
裕
一

☎
０
９
０-

７
３
９
２-

２
１
１
２

楽
団
創
立
50
周
年
を
記
念
し
、
客

演
指
揮
に
武
田
晃
氏
（
新
庄
市
出
身
）

を
迎
え
、
新
庄
に
縁
の
あ
る
曲
や
吹

奏
楽
の
名
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

11
月
９
日
（
日
）

14
時
開
演
（
13
時
45
分
開
場
）

▼
開
催
場
所

新
庄
市
民
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
金

一
般
７
０
０
円
　

中
高
生
５
０
０
円
　
小
学
生
以
下
は

無
料

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
新
庄
吹
奏
楽
団
事
務
局

☎
０
９
０-

５
８
４
１-
７
２
４
２

女
性
・
若
者
活
躍
推
進
事
業

　「
パ
パ
も
マ
マ
も
み
ん
な
ハ
ッ

ピ
ー
！
我
が
家
の
共
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
家
事
・
育
児
分
担
で
家
族
円
満
！

今
日
か
ら
始
め
よ
う
！
ハ
ッ
ピ
ー

シ
ェ
ア
！

▼
内
容

　
み
ん
な
で
や
れ
ば
良
い
こ
と
い
っ

ぱ
い
！
活
き
活
き
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

実
現
の
た
め
家
事
育
児
シ
ェ
ア
の
ヒ

ン
ト
を
探
り
ま
す
！

▼
開
催
日
時

11
月
15
日
（
土
）

13
時
30
分
～
15
時

▼
場
所

最
上
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
め
り
あ
２
階
会
議
室

▼
対
象

興
味
が
あ
る
方
ど
な
た

で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。（
無
料

託
児
あ
り
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法

◇
①
参
加
者
全
員

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
◇
②
お
住
ま
い

の
市
町
村
◇
③
電
話
番
号
（
携
帯
）

◇
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
◇
⑤
託
児
の

有
無
◇
⑥
お
子
さ
ん
の
年
齢
と
人
数

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
ま
た
は
左
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み

▼
申
込
期
限
　
　
11
月
７
日
（
金
）

司
法
書
士
無
料
相
談

ウ
ィ
ー
ク
＆
休
日
相
談
会

新
庄
開
府
４
０
０
年
記
念

新
庄
吹
奏
楽
団
創
立
50
周
年

記
念
定
期
演
奏
会

　
や
ま
が
た
鉄
道
応
援
団
は
、
県
内

の
鉄
道
の
利
用
促
進
等
を
目
的
に
や

ま
が
た
鉄
道
沿
線
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
協
議
会
が
新
た
に
始
め
た

取
り
組
み
で
す
。
現
在
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に
友

や
ま
が
た
鉄
道
応
援
団

会
員
募
集

詳細情報
LINE の追加も
コチラから

詳細と登録はこちら

だ
ち
追
加
す
る
だ
け
で
会
員
登
録
が

完
了
し
、
会
費
も
無
料
で
す
。
会
員

に
は
、
鉄
道
関
連
の
お
役
立
ち
情
報

を
お
送
り
す
る
ほ
か
、
会
員
限
定
の

お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
や
ま
が
た
鉄
道
応
援
団
」

の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、「
の
っ
て

ぐ
や
ま
が
た
」
の
Ｈ
Ｐ
に
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録

に
つ
い
て
も
左
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
登
録
が
可
能
で
す
。

▼
開
催
日
時

11
月
28
日
（
金
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

遊
学
館
２
階
　
学
習
室

▼
対
象

性
別
問
わ
ず
ど
な
た
で

も▼
定
員

25
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
受
講
生
募
集

詳細はHPへ

▼「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

と
は

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男

女
の
出
会
い
の
機
会
を
拡
大
す
る
た

め
、
県
に
登
録
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
仲
人
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
現

在
県
内
の
約
55
の
個
人
・
団
体
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

◇
相
談
者
か
ら
の

相
談
対
応
◇
相
談
者
に
ふ
さ
わ
し
い

お
相
手
探
し
（
定
期
的
な
情
報
交
換

会
へ
の
参
加
）◇
お
見
合
い
の
設
定

▼
活
動
経
費

活
動
に
対
す
る
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
活
動
経
費
の

一
部
（
お
見
合
い
１
件
に
つ
き
５
０

０
円
）
を
支
援
金
と
し
て
交
付
し
ま

す
。

▼
登
録
要
件

所
定
の
研
修
を
受

講
す
る
こ
と
。

▼
そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

山
形
県
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
仲
人
「
や
ま
が
た
縁
結

び
た
い
」
募
集

『
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
』

に
よ
る
結
婚
相
談
会

▼
開
催
日
時

◇
令
和
７
年
11
月

15
日
（
土
）◇
午
後
１
時
～
４
時
45

分
（
１
組
45
分
程
度
）

▼
場
所

や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
最
上
支
所
（
新
庄

市
）

▼
対
象

結
婚
を
希
望
す
る
方
ま

た
は
そ
の
ご
家
族
（
予
約
制
）

▼
内
容

婚
活
の
仕
方
、
お
見
合

い
相
手
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
の
個

別
相
談

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込

令
和
７
年
11
月
12
日

（
水
）
ま
で
、
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
３-

６
８
７-

１
９
７
２

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
や
ま
が
た
ハ
ッ
ピ
ー

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
所

☎
０
２
３-

６
１
５-

８
７
５
５

読み込むとHPへ
アクセスできます

詳細はHPへ

▼
相
談
方
法

司
法
書
士
に
よ
る

面
談
相
談

▼
内
容

相
続
登
記
、
借
金
の
返

済
、
所
有
者
の
不
明
土
地
問
題
、
お

金
の
貸
し
借
り
な
ど

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法

相
談
日
の
三
日
前

ま
で
電
話
で
の
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。◇
受
付
時
間
平
日
９
時
30
分
～
12

時
、
13
時
～
16
時

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
３-

６
４
２-

３
４
３
４

▼
日
時

11
月
12
日
（
水
）
13
時

30
分
～
16
時
（
開
場
13
時
）

▼
場
所

山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
　
２
階
大
会
議
室

▼
内
容

◇
第
一
部
　
オ
ー
プ
ニ

犯
罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い
２
０
２
５

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
◇
第
二
部
　
基
調

講
演
【
講
師
　
毎
日
新
聞
記
者
　
川

名
壮
志
氏
】
、
演
題
　「
犯
罪
被
害
者

と
社
会
の
あ
り
か
た
（
仮
題
）」

▼
そ
の
他

入
場
は
無
料
で
す
が
、

御
席
を
確
保
す
る
た
め
、
参
加
希
望

の
方
は
10
月
31
日
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
公
益
社
団
法
人
や
ま
が
た
被
害
者

　
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
０
２
３-

６
４
２-

３
５
７
１

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
最
上
総
合
支
庁

　
こ
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
２
３
３-

２
９-

１
２
４
５

お申込みフォーム

保
育
士
と
し
て
再
就
職
を
考
え
て

い
る
方
、
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

◇
講
演
「
子
育
て
中
の

保
育
士
が
多
い
っ
て
ホ
ン
ト
？
～
保

育
の
現
場
教
え
ま
す
～
」
◇
実
技
「
遊

び
を
体
験
し
よ
う
！
」◇
ミ
ニ
面
談
会

▼
日
時

12
月
５
日
（
金
）
13
時

～
15
時
50
分

▼
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
村
山

▼
対
象

保
育
の
お
仕
事
に
興
味

の
あ
る
方
、
保
育
士
と
し
て
就
職
（
再

就
職
）
を
考
え
て
い
る
方
。

▼
費
用
　
無
料

保
育
の
お
仕
事
就
職

再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　（
山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
２
３-

６
３
３-

７
７
３
９

詳細情報
お申し込みは
コチラから

詳細はHPへ

資
格
や
経
験
を
問
わ
ず
、
福
祉
の

し
ご
と
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。
福
祉
の
世
界
に
興
味
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
、
安
心
し

て
ご
参
加
下
さ
い
。

▼
内
容

◇
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
【
カ

イ
ゴ
の
し
ご
と
の
「
い
ま
」
と
「
こ

れ
か
ら
」
～
カ
イ
ゴ
は
あ
な
た
の
輝

く
場
所
に
～
】
◇
福
祉
関
連
事
業
所
と

の
就
職
面
談
会
◇
介
護
の
し
ご
と
体

験
コ
ー
ナ
ー
◇
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

◇
カ
イ
ゴ
プ
ラ
イ
ド
動
画
上
映

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

㏌
新
庄

▼
日
時

11
月
18
日
（
火
）
12
時

～
15
時
30
分

▼
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄

▼
対
象

福
祉
の
し
ご
と
に
関
心

の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

▼
費
用
　
入
場
無
料
　
服
装
自
由

　
事
前
申
込
不
要

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
庄

☎
０
２
３
３-

２
２-

８
６
０
９

　
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３-

６
３
３-

７
７
３
９

▼
費
用
　
無
料

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
リ
ア

☎
０
２
３-

６
２
９-

７
７
５
１

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
や
ま
が
た
鉄
道
沿
線
活
性
化

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会

　
山
形
県
み
ら
い
企
画
創
造
部

　
総
合
交
通
政
策
課

☎
０
２
３
３-

２
２-

０
１
１
０

８
月
31
日(

日)

に
行
い
ま
し
た

24
時
間
Ｔ
Ｖ「
草
の
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

募
金
活
動
」
で
は
皆
様
よ
り
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し

て
総
額
１
５
４
，
０
８
５
円
の
募
金

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

つ
く
し
会
よ
り
募
金
活
動

に
対
す
る
御
礼

酒
類
を
製
造
す
る
に
は
、
酒
税
法

に
基
づ
く
免
許
が
必
要
で
す
。

濁
酒
（
ど
ぶ
ろ
く
）

製
造
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
は
、「
濁
酒(

ど
ぶ
ろ
く)

特
区
」
に
認
定
さ
れ
た
地
域

(

新
庄

市
、
舟
形
町
、
最
上
町
、
真
室
川
町

な
ど

)

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。
自

ら
消
費
す
る
目
的
で
製
造
す
る
こ
と

も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
製
造
免
許
を
受

け
ず
に
、
酒
類
を
製
造
し
た
場
合
に

は
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
免
許
を
受
け
ず
に
製
造
さ

れ
た
酒
類
を
譲
り
受
け
、
所
持
し
た

方
も
同
様
に
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
税
務
署
・
酒
類
指
導
官

☎
０
２
３-

６
２
２-

８
７
４
３

　（
部
門
直
通
）

【
山
形
県
最
低
賃
金
】

▼
効
力
発
生
日

　
令
和
７
年
12
月
23
日
（
火
）

▼
時
間
額
　
１
，
０
３
２
円

（
77
円
ア
ッ
プ
）◇
山
形
県
内
で
働
く

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３
３-

６
２
４-

８
２
２
４

山
形
県
最
低
賃
金
の
改
正

いつも広報もがみを

お読みいただき

ありがとうございます


